
【戦略マップ】

人的健康資源

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・行動変容に

関する指標

健康投資施策の取組状況に関

する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営

課題

定期健康診断、がん検

診等の実施

健康管理システム

全般の整備

（更新、保守）

産業保健スタッフ体制

の整備（充実）

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

各種イベント参加率の

向上

個別指導実施率、

2次検診受診率の

向上

特定保健指導完了率

の向上

レジリエンスプログラム等

の各種研修の実施

介入職場比率の向上

改善活動実施職場の

増加

働き方改革の推進

（労働条件改善、ダイ

バーシティの推進）

人事部全体施策

経営層をはじめとした各

階層のリーダーシップ支

援

健康増進月間の実施

外部業者のノウハウを

活用した特定保健

指導の強化

フィジカルリスク者への個

別指導の強化

組織健康度調査結果

を踏まえた職場改善

ストレスチェック組織別

分析結果による高スト

レス職場への介入

復職準備勤務制度 長時間勤務者健診
コニカミノルタグループ

健康宣言

産業保健スタッフの熱意と

向上心
コラボヘルス体制

環境健康資源

従業員のヘルスリテラシー

健康資源

従業員のWell-beingの向上による業績アップ

企業価値

様々な社会課題の解決に向けて、当社の寄与度が高まること

社会的価値

ストレスチェックの受検率
組織健康度調査の

回答率

睡眠で十分な休養が取れ

ていない従業員比率

フィジカルリスク者数

休務日数削減

(Absenteeism改善)

休務者平均休務日数

17%減

従業員一人当たりの医

療費の抑制（2019年

度レベルを維持）

Presenteeism改善

(WFun)

健康問題による労働機

能障害が中程度以上と

判断された従業員割合

18.2%⇒15.1%

睡眠で十分な休養が

取れていない従業員比

率の低下

歩行習慣、運動習慣を

有する従業員比率の向

上

不適切な食習慣を有

する従業員比率の

低下

管理者のラインケア

機能の向上

経営層のIntegration

高ストレス職場数の

減少

組織健康度調査

スコアの改善

長時間労働の改善

喫煙率
歩行習慣、運動習慣を有

する従業員比率

不適切な食習慣を持つ従

業員比率

管理職のメンタルヘルス

教育受講率
がん検診受診率

特定保健指導完了率 役割期待の理解度2次検診受診率 成長実感 アブセンティーズム プレゼンティーズム ワークエンゲージメント

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数

の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を

「様々な効果に関連する健康投資」とする。

健康管理システム

健康中期計画

企業の持続的

成長

個人と組織の

Peak Performance

実現

個人のWell-being

向上

各職場のありたい姿に

向け、現場のリーダー

シップに基づく施策立案

と実行

知覚された組織的支援

(POS-H)の向上

POS-Hに関する3設問の

好意的回答率

【中期目標】

対会社 ：83.6%

対経営層：87.5%

対上司 ：82.8%

エンゲージメントの向上

社内サーベイによる

スコア

【中期目標】 7.7

ストレスレベルが適正範

囲を超える職場比率

13.3%⇒9.3%

組織健康度調査結果の

平均点

6.1⇒7.7


